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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第１四半期連結
累計期間

第60期
第１四半期連結
累計期間

第59期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

完成工事高（百万円） 53,862 58,460 301,319

経常利益（百万円） 2,616 3,961 18,119

四半期（当期）純利益（百万円） 1,620 2,346 11,313

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
1,623 2,814 13,247

純資産額（百万円） 113,644 123,013 122,387

総資産額（百万円） 167,829 179,411 200,412

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
15.54 23.11 109.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
15.52 23.03 109.05

自己資本比率（％） 67.6 68.4 60.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．完成工事高には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した当社グループ（当社及び当社の関係

会社）が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　情報通信分野におきましては、光アクセス等の固定通信関連工事は全体としては減少傾向が続く一方、移動通信関

連工事はＬＴＥのサービスエリア拡大、サービス品質向上に向けたネットワークの構築・整備等が引き続き高水準

で推移しております。

　また、公共・民間分野におきましては、復興、防災・減災、再生可能エネルギー、インフラ老朽化対策等を目的とし

た設備投資意欲がより積極化するとともに、社会におけるＩＣＴ利活用のニーズも一層高まることが期待されてお

ります。

　このような事業環境下において、当社グループは平成26年３月期をスタートとする新たな中期経営計画を策定し、

「トータルＩＣＴソリューションをグループ一体で推進し、価値創造と成長基盤を確立する」という新ビジョンの

もと、グループ一体となって、コア事業である通信インフラ構築関連の生産性・品質向上を一層推進するとともに、

ＩＣＴソリューション事業、保守業務等を新たなコア事業として確立させ、更に将来に向けた周辺事業、新事業の積

極拡大を図ることで、環境変化に強い経営基盤の確立に努めております。

　当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は、次のとおりです。　

　

① エンジニアリングソリューション

　受注高につきましては、前第１四半期は通信インフラ関連工事の受注が例年以上に多かったことから、前年同期に

比べ減少しましたが、全体としては順調に推移しました。

　完成工事高につきましては、前年度からの豊富な繰越工事を背景に通信インフラ関連工事の完成が増え、前年同期

と比べ増加しました。

　

② システムソリューション

　受注高につきましてはほぼ前年同期と同水準となりましたが、完成工事高につきましては前年同期と比べ増加し

ました。

　

　当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、受注高は699億８千１百万円（前年同期比93.8％）、完成

工事高は584億６千万円（前年同期比108.5％）となりました。損益面につきましては、営業利益は34億７千８百万

円（前年同期比144.4％）、経常利益は39億６千１百万円（前年同期比151.4％）、四半期純利益は23億４千６百万

円（前年同期比144.9％）となりました。

　

（2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ210億円減少し、1,794億１千１百万円となり

ました。これは主に受取手形・完成工事未収入金の減少によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比べ216億２千６百万円減少し、563億９千８百万円となりました。これは主に支払手

形・工事未払金の減少によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べ６億２千５百万円増加し、1,230億１千３百万円となりました。これは主に利

益剰余金の増加によるものであります。

　

（3）対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した当社グループが対処すべき課題に

ついて重要な変更はありません。

　

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１千８百万円であります。なお、当第

１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年８月２日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 117,812,419 117,812,419
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 117,812,419 117,812,419 － －

　

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成25年４月１日 

～ 

平成25年６月30日 

－ 117,812,419 － 6,888 － 5,761

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 15,174,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式（注） 102,488,9001,024,839 －

単元未満株式 普通株式 149,519 － －

発行済株式総数  117,812,419 － －

総株主の議決権  － 1,024,839 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、1,200株（議決権の数12個）含まれて

おります。また、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式5,000株が含まれてお

ります。なお、当該株式には議決権はありません。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）                  

株式会社協和エクシオ
東京都渋谷区渋谷

三丁目29番20号
15,174,000 － 15,174,000 12.88

計 － 15,174,000 － 15,174,000 12.88
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結累計（会計）期間（平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、九段監査法人による四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 8,306 8,852

受取手形・完成工事未収入金 86,245 50,231

有価証券 6,315 8,115

未成工事支出金等 24,082 35,273

その他 7,033 7,258

貸倒引当金 △77 △39

流動資産合計 131,906 109,692

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 16,528 16,317

土地 29,364 29,328

その他（純額） 1,814 2,231

有形固定資産合計 47,707 47,876

無形固定資産

のれん 2,621 2,451

その他 2,036 2,520

無形固定資産合計 4,658 4,972

投資その他の資産

その他 17,584 18,261

貸倒引当金 △1,444 △1,391

投資その他の資産合計 16,139 16,869

固定資産合計 68,505 69,718

資産合計 200,412 179,411
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 35,553 22,493

未払法人税等 6,663 1,794

未成工事受入金 1,662 4,657

引当金 1,933 1,264

その他 18,103 12,100

流動負債合計 63,916 42,310

固定負債

長期借入金 5,694 5,605

退職給付引当金 4,705 4,720

その他の引当金 485 410

その他 3,221 3,351

固定負債合計 14,107 14,087

負債合計 78,024 56,398

純資産の部

株主資本

資本金 6,888 6,888

資本剰余金 6,300 6,450

利益剰余金 118,296 119,423

自己株式 △12,408 △13,426

株主資本合計 119,077 119,336

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,895 3,349

為替換算調整勘定 9 17

その他の包括利益累計額合計 2,904 3,367

新株予約権 231 129

少数株主持分 174 179

純資産合計 122,387 123,013

負債純資産合計 200,412 179,411
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

完成工事高 53,862 58,460

完成工事原価 47,168 50,640

完成工事総利益 6,693 7,819

販売費及び一般管理費 4,285 4,340

営業利益 2,408 3,478

営業外収益

受取利息 8 6

受取配当金 100 107

その他 377 462

営業外収益合計 486 577

営業外費用

支払利息 16 17

貸倒損失 6 22

その他 256 55

営業外費用合計 279 95

経常利益 2,616 3,961

税金等調整前四半期純利益 2,616 3,961

法人税等 996 1,622

少数株主損益調整前四半期純利益 1,620 2,338

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △8

四半期純利益 1,620 2,346
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,620 2,338

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2 454

為替換算調整勘定 － 22

その他の包括利益合計 2 476

四半期包括利益 1,623 2,814

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,622 2,809

少数株主に係る四半期包括利益 0 5
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

株式会社ワコーシーテック及び株式会社ワコーアイテックは清算が結了したため、当第１四半期連結会計期間よ

り連結の範囲から除外しております。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。 

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 570百万円 505百万円
のれんの償却額 168百万円 170百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,043 10 平成24年３月31日 平成24年６月25日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,219 12 平成25年３月31日 平成25年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの完成工事高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　

　報告セグメント　 調整額

　

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２

エンジニアリング

ソリューション　　

システム

ソリューション　　

計　

　　

完成工事高 　 　 　 　 　

外部顧客への完成

工事高
48,336 5,526 53,862 － 53,862

セグメント利益 2,927 74 3,002 △593 2,408

  （注）１．セグメント利益の調整額には、報告セグメントに配分していない全社費用△525百万円及びその他の調整額

△68百万円が含まれております。　

　  　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの完成工事高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　

　報告セグメント　 調整額

　

（注）１　

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　　

エンジニアリング

ソリューション　　

システム

ソリューション　　

計　

　　

完成工事高 　 　 　 　 　

外部顧客への完成

工事高
51,957 6,502 58,460 － 58,460

セグメント利益 3,802 197 3,999 △520 3,478

  （注）１．セグメント利益の調整額には、報告セグメントに配分していない全社費用△514百万円及びその他の調整額

△6百万円が含まれております。　

　  　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間から、「エンジニアリングソリューション」に含まれていた「ＮＩ事業」については中

期経営計画の経営戦略との整合を図るため、「システムソリューション」に含めて記載しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 15円54銭 23円11銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,620 2,346

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,620 2,346

普通株式の期中平均株式数（千株） 104,240 101,548

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 15円52銭 23円03銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 172 335

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

――――― ―――――

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月２日

株式会社協和エクシオ

取締役会　御中

 九段監査法人  

 
指定社員
業務執行社員　

 公認会計士 大網　英道　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮島　博和　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 杉山　一雄　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社協和エク
シオの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から
平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社協和エクシオ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての
重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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